
中学校 ５ 資料の活用   

１ 研究の意図・目的 

中３「標本調査」単元は，中学校で統計的思考

力を育成するためのいわゆる「出口」である．し

かし現状では「指導と評価の在り方がわかりづら

く，比の計算に終始している」という指摘も聞か

れる．次期学習指導要領改訂に向けて，３年間の

統計・確率の学習の位置付けを再検討する必要が

ある(例えば松嵜，2014)． 

研究目的は，中学校数学科において統計的思考

力を育成するための指導への示唆を，中３「標本

調査」単元を中心に得ることである．なお，統計

的思考力については，藤原(2012)などと同様に「文

脈を踏まえて統計的問題解決を実行したり，既存

の統計的問題解決とその背景を理解したりするこ

とができる力」としてとらえている． 

２ 単元構成 

先行研究から単元構成で重要な視点として次の

４つに着目した． 

① 標本の多様な抽出方法の比較・検討 

② 関連内容との系統性の重視 

③ PPDAC における軽重の置き方 

④ ビッグデータの扱いに向けた ICT 利用 

これらを基に，表１の指導モデルを作成した． 

表１ 「標本調査」単元の指導モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元における授業の実際（一部） 

［第１－２時］東京オリンピックの国内支持率 

単元の最初に，IOC 及び JOC の立場・目的に合

う標本の抽出方法を生徒から引き出し共有する授

業を行った．生徒からは無作為抽出，有意抽出，

系統抽出，便利抽出，層化抽出が出され，比較・

検討を通して無作為抽出のよさを理解させられた． 

 

 

 

 

 

図１ 生徒が班で考えをまとめたスライドの例 

［第６－夏季休業－７時］松坂投手を攻略しよう 

単元の最後に，統計ソフト stathist などを用い

て標本調査を用いた一連の問題解決を想定したレ

ポート課題を位置付け，１学期最後には，問題を

理解し計画を立てる授業を行った． 

４．知見と課題 

単元における生徒の活動やレポートの記述など

から，統計的思考力を高める上で前述の①～④を

重視した指導が有効であると事例的にわかった． 

また，今後の指導改善や改訂に向けて，例えば

次の活動等の充実の必要性が見いだせた． 

・中１における質的データと量的データ，棒グラ

フとヒストグラムを区別して理解する学習活動 

・中２における記述統計についての学習活動 

今後の課題としては，中１・２での学習を基に

して中３「標本調査」で統計的思考力を高める視

点から，内容や時数の検討などがあげられる． 
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